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 諏訪湖の水環境保全（水質、水量、生態系等）を統合的に推進し、“諏訪湖を活かしたまちづく
り”と一体的に進め、「泳ぎたくなる諏訪湖」「シジミが採れる諏訪湖」「誰もが訪れたくなる諏
訪湖」を実現するための道筋を示すもの

 県、市町村、地域住民、企業等が協働し、地域一体となって諏訪湖を創生するための拠りどころ

 諏訪湖に関わる各種計画（諏訪湖水質保全計画、諏訪湖水辺整備基本計画など）を取り込む

 水循環基本法の水循環基本計画に基づく流域水循環計画として位置付け

 諏訪湖を中心としたＳＤＧｓの具体化（「水環境保全＝環境」「漁業・観光振興＝経済」「学び・
まちづくり＝社会」）に統合的に取り組む

 計画期間は、2018年度（平成30年度）を初年度とし、概ね20年後（2038年）の諏訪湖のあるべき姿
を念頭に、５年ごとに施策を見直す

～人と生き物が共存し、誰もが訪れたくなる諏訪湖を目指して～

２ ビジョンの体系

諏訪湖の恵みを知り、育つ学びの場

人々が憩い、やすらげる水辺空間

清らかで人々が親しむことができる
湖水・湖辺

多種多様な生き物を育む湖

水質保全対策の推進

貧酸素対策の推進

ヒシの大量繁茂対策の推進

水質保全

調査研究の推進

学びの推進

調査研究・学びの推進

諏訪湖環境研究センター(仮称)の設置

湖辺面活用・まちづくり 水辺整備と湖辺面の利活用

多様な生育・生息基盤の創出

水生動植物の管理

漁業の振興

生態系保全

【取組分野】 【今後５年間の取組】

１ ビジョンの位置付け等

人と生き物が共存し、誰もが訪れたくなる諏訪湖

長期ビジョン【20年後の目指す姿】
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取組分野 課題 主な取組

(1) 水質保全 ・全リンが環境基準
を達成、ＣＯＤ及
び全窒素は未達成

・貧酸素水域の拡大

・ヒシの大量繁茂に
よる、沿岸域での
貧酸素、生態系へ
の悪影響

ア 水質保全対策
・透明度の目標値の設定
・沈澱ピット・植生水路による栄養塩類除去

イ 貧酸素対策
・底層溶存酸素（DO）の環境基準の当てはめ検討
・地下水の湖内への流入や湖底形状の調査
・重点的に貧酸素を解消するエリアの設定
・機械力を活用した取組（ナノバブル）の実証
・覆砂の拡大（２⇒５か所）

ウ ヒシの大量繁茂対策
・水草刈取船のほか、小型刈取船や手作業によるヒシの
刈取り

(2) 生態系保全 ・エゴ（入江状の水
生植物帯）の再生
など生物多様性に
配慮した護岸整備
が必要

・湖畔における動植
物の調査が不足

・ワカサギなどの漁
獲量の減少

ア 多様な生息・生育基盤の創出
・エゴの再生に向けた調査研究
・湖沼法に基づく湖辺環境保護地区の指定に向けた検討
・多面的・公益的機能の発揮に向けた森林整備

イ 水生動植物の管理
・生物多様性を創出する護岸整備
・湖畔における動植物モニタリング調査の実施
・オオクチバスやブルーギルなど外来魚の駆除

ウ 漁業の振興
・シジミの生息環境となる覆砂（２⇒５か所）
・貧酸素対策などによる漁場環境の改善
・カワアイサ等魚食性鳥類及び外来魚対策の推進

(3) 湖辺面活用
・まちづくり

・安全に親水利用で
きる湖岸が少ない。

・土砂堆積により船
舶運航等に支障

・安全なサイクリン
グ・ウォーキング
が困難

・諏訪湖の魅力の活
用が不十分

ア 水辺整備と湖辺面の利活用
・砂浜の整備
・堆積状況に応じた治水浚渫、船舶運航確保に向けた利
水浚渫

・カフェの設置など河川空間のオープン化に向けた支援

イ 「諏訪湖周サイクリングロード」整備推進
・サイクリングロードの整備
・休憩施設「小径（こみち）の駅」の整備

ウ 観光活性化のための整備
・ガイドサイクリングやカヌー等、民間団体等との連携
・芸術・文化施設との連携
・ＳＮＳなどによるフォトスポットの情報発信

(4) 調査研究・
学びの推進

・水質浄化や生態系
に係る研究課題が
山積

・調査研究、情報発
信や環境学習のた
めの拠点の整備が
必要

・住民の諏訪湖に対
する関心の低下

ア 水質や生態系の保全に関する調査研究

イ 諏訪湖環境研究センター（仮称）の設置検討

ウ 学びの推進
・官民連携による「諏訪湖読本」の作成
・環境教育プログラムの作成
・諏訪湖の案内人の育成
・「諏訪湖の日」の制定検討
・「諏訪湖学習ツアー」の実施

３ 今後５年間の主な取組
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４ 推進体制

諏訪湖創生ビジョン推進会議

湖辺面活用・まちづくり部会水環境保全部会

●構成員
【諏訪湖環境改善行動会議】の
メンバーを中心に構成
市町村、県関係機関

●取組テーマ
・水環境保全
・調査研究・学びの推進

●構成員
諏訪湖を活かしたまちづくりに
取り組んでいる団体を中心に構成
市町村、県関係機関

●取組テーマ
・湖辺面活用・まちづくり
・学びの推進

ワーキンググループワーキンググループ ワーキンググループ

 諏訪湖創生ビジョンの具体化に関心のある者は、団体だけでなく個人も参加できるもの
とする。

 官民連携での事務局体制を検討

・県、市町村、諏訪湖に関わる取組をしている団体や企業等のほか、個人も参加できる「諏訪湖
創生ビジョン推進会議」を立ち上げ

・部会を設けてテーマごとに議論するとともに、具体的な事業についてはワーキンググループを
立ち上げて機動的に取組を推進

・諏訪湖創生ビジョン推進会議において、それぞれの団体等が行う取組の進捗状況等を把握して
関係者間で共有するとともに、住民の皆様にも広く公表し、より効果的な取組を検討
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